
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【食育指導】  ２月２６日（木） 

 鹿追中学校の森谷栄養教諭から体に必要な

栄養素や成長期に必要な食事について学びま

した。 

 

 

 

【CAP（子どもワークショップ トークタイム）】 ２月２５日（水） 

 子どもがいじめ・虐待・体罰・誘拐・痴漢・性暴力など様々な

暴力から自分の心とからだを守るワークショップを体験しまし

た。いろんなケースを想定し、考えながら学習していました。 

 

 

 

【避難訓練・防災教室】  ２月１８日（水） 

 この日は、地震を想定した避難訓練のあと、日本赤十字社から鈴

木春佳さんを講師にお招きし、防災教室（避難所体験ゲーム）を行

いました。 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

        

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スキー学習】 ２月９日（月） 

 新得山スキー場でスキー学習を行い 

ました。最初、山の頂上へ行くのを怖 

がっていた子ども達も滑るたびに自信 

をつけて、元気いっぱい滑走していま 

した。 

 

鹿追町立笹川小学校 学校だより 
令和８年 2 月 27 日 

NO.１1 

                「礼儀の大切さ」 
校長 竹 島   浩 

 

毎朝、元気に挨拶をしてくれる笹川小の子ども達、いつも爽やかな気持ちになります。そんな子ども達のレ

ベルアップをいつも願っています。通知表の生活の様子でも、挨拶や返事に関する項目があります。大事であ

る、必要である、ということは、疑いようもないかと思います。 

言葉を発する、型どおりのお辞儀をするだけでも見た目には挨拶しているように見えます。このように「形」

を身に付けることももちろん大切ですが、挨拶を含めた「礼儀」を考える上で、「相手に対する感謝、尊敬の気

持ち=心」を具体的に示すことはとても大事です。 

「形」だけの礼儀、挨拶では「心」は伝わりにくいです。逆に、「心」で感謝や尊敬の気持ちをたくさん抱いて

いても、「形」として相手に示せなければ、やはり思いは伝わりにくいと思います。心と形がそろって、初めて

本当の「礼(礼儀)」となるのではないでしょうか。 

周りの人とコミュニケーションを図るには、挨拶や礼を尽くす言動がとても大事であり、大人も子どもも同

じです。「挨拶ができる」「礼を尽くす言動、振る舞いができる」ことは勉強ができるのと同じくらい価値があ

るものだということを、学校でもしっかり指導し、自己受容や他者理解につなげていきたいと思います。 

 


